
 

５
月
31
日
（
火
）
午
後

６
時
30
分
か
ら
、
宮
守
老

人
憩
い
の
家
で
、
令
和
４

年
度
鱒
沢
地
域
づ
く
り
会

議
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
事
務
局
よ
り

令
和
４
年
度
み
ん
な
で
築

く
ふ
る
さ
と
遠
野
推
進
事

業
補
助
金
が
、
３
月
30
日

の
臨
時
総
会
で
承
認
さ
れ

た
内
容
の
と
お
り
交
付
決

定
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
議
案
第
１
号
令

和
3
年
度
鱒
沢
地
域
づ
く

り
会
議
事
業
報
告
、
議
案
第

２
号
一
般
会
計
収
支
決
算

の
承
認
に
つ
い
て
、
議
案
第

３
号
特
別
会
計
収
支
決
算

の
承
認
に
つ
い
て
、
議
案
第

４
号
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、
議
案
審
議
の
結
果
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

最
後
に
、
議
案
第
５
号
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
各

自
治
会
総
会
に
お
い
て
、
自

治
会
度
へ
繰
越
に
な
る
内

容
で
、
議
案
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

自
治
会
総
会
に
お
い
て
自

治
会
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
並
び
に
副
会
長

１
名
の
辞
任
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
新
役
員
を
選
任
し

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
新

会
長
に
下
鱒
沢
自
治
会
の

小
友
善
衛
氏
、
新
副
会
長
に

上
鱒
沢
地
区
自
治
会
の
浅

利
博
忠
氏
が
選
出
さ
れ
、
満

場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。 な

お
、
役
員
の
任
期
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 鱒沢地域づくり会議通常総会開催される 
 

第 40号 

令和４年 6月 16日発行 

【発行元】鱒沢地域づくり会議
事務局(鱒沢地区センター)  
TEL 69-1150  FAX 67-2157 

【鱒沢の人口】 
男性：430人（△１） 
女性：458人（＋３） 

  計：888人（△２） 
※（ ）前月比 R4.5.31 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●
会
長 

小
友 

善 よ
し

衛 え

（
新
） 

●
副
会
長 

多
田 

裕 

浅
利 

博
忠
（
新
） 

                

浅利博忠さん

ｎ 

小友善衛さん 多田裕さん 

昆 定治 様（元会長） 

多田 博子 様（元副会長） 

～今までお疲れさまでした～ 

↑

通
常
総
会
の
様
子 

   
    

敬
称
省
略 

   
    

 

鱒沢地域づくり会議 役員紹介 



 
 

晴天に恵まれた 5月 29日（日）９時より交流と継承ＷＧメンバーが集合し、第 1回目の

WGで計画した、上鱒沢の「おなべが淵」の標柱設置と鱒沢の沢に生息している大変貴重な魚

である「ハナカジカ」の生息場所の確認を行いました。 

また、今年度の計画では、高舘の「陣ヶ森」、柏木平の「黄金山発電所取水口」、迷岡の「卯子

酉神社」の３ヶ所へ標柱を設置する予定です。 

                            

  

 

 

 

  

建立前の様子                       建立後記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 10日(火)18：30から 

老人憩いの家で第 1回目の 

WGを開催しました。今回は事業計画の

一部である“けんちん汁作り”に使用する

山菜の収集・保存などについて検討しま

した。 

けんちん汁作りは 2月を予定していま

すが、それまで各自で山菜を収穫・保存

する事に決まりました。 

次回のWGは 10月上旬に開催を予

定しています。そこでは白菜の収穫・キム

チ作りなどについて検討します。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

広報のバックナンバー(カラー版)は鱒沢地区センターのＨＰをご覧下さい。 鱒沢地区センター 🔍検索 

地区まちづくり計画事業 WG (ワーキンググループ) 

「お鍋が淵」（芦立淵）とは 

上鱒沢の中沢と上台の中間、猿ヶ石川がとうとうと流れ

る岸辺に一つの石がありました。里の人はこの石をお鍋が

石と呼び、その付近をお鍋が淵と言っています。 

ここには昔、鱒沢城があった頃の悲しい物語が伝えられ

ています。時の城主、鱒沢忠右衛門の側室にお鍋という女

性がいました。城主の鱒沢忠右衛門が南部の殿様（利直）

より罰を受けて殺されてしまい、その子若君の千代松も捕

らえられてしまい、お鍋の方は刑を軽くしてもらうよう助

命を願い、鞍迫観音に参籠し祈っていました。しかし願い

も空しく斬首されることになりました。お鍋は処刑場に急

ぎました。そして役人に、是非命だけは助けて下さいと、

切にお願いしたのですが、聞かれずついに刃の露となり殺

されてしまったのです。その時千代松君は十一歳だったと

いうことです。お鍋の方はそれを見るや、半狂乱になりそ

の名を呼びながら走り去り、芦立淵に身を投げたと言うこ

とです 

その後にこの岩が出たので、里の人々はお鍋が石と言っ

て、この可哀想な母子を供養したそうです。今は洪水など

でその石も見えなくなり、川の水がこの淵を流れているば

かりです。（長泉寺のカヤの木の下の碑は、千代松君の墓

と言われています） 
宮守村伝説資料「宮守村に伝わる伝説」より抜粋 

↑

老
朽
化
し
た
標
柱 

    
    

↑

新
し
く
設
置
し
た
標
柱
と 

 

Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー 

  
    

第１回目のＷＧの様子 


